
 

文系数学 
図形と式



【北海道大】 

 

を実数とし、平面上の直線を

：　　  ：　　  ：　で定める。

　直線  はの値によらない点を通る。の座標を求めよ。

　，  ，  によって三角形がつくられるためのの条件を求めよ。
 

 

                                                      



【名城大】 

 

つの直線：，：，：がある。

　との交点の座標およびとの交点の座標を求めよ。

　原点をとするとき、△の面積を求めよ。

　と平行な直線が、△の面積を等分するとき、の方程式を求めよ。
 

 

                                                      



【西南学院大】 

 

平面上に点   と   があり、線分を直径

とする円をとする。

　円の方程式を求めよ。

　円の上に中心をもち、軸と軸の両方に接する円の方程式を求めよ。
 

 

                                                      



【南山大】 

 

点を通る傾きの直線が、中心，半径の円と異なる点，で交わる

とき、実数の値の範囲を求めよ。さらに、線分が円に内接する正三角形の辺

となるとき、実数の値を求めよ。
 

 

                                                      



【宮崎大】 

 

座標平面上の点， 



を通る直線について

　点を通り、直線に点で接する円の方程式を求めよ。

　で求めた円Ｃの以外の接線で、直線に平行なものを求めよ。
 

 

                                                      



【学習院大】 

 

つの円    ， 
    

   のつの交点と原点とを通る円の中心の

座標と半径を求めよ。
 

 

                                                      



【成蹊大】 

 

を原点とする座標平面上の円：    ，直線：について、

円と直線が相異なる点，で交わるように実数の値が変化するものとする。また、

線分ＡＢの中点をＰとする。

　のとりうる値の範囲を求めよ。

　点Ｐの座標をを用いて表せ。

　点Ｐの軌跡はある円周の一部となることを示し、その円の中心Ｑの座標を求めよ。
 

 

                                                      



【名古屋市大】 

 

実数が    という関係を満たしながら動くとき、点  の軌跡を

求め、図示せよ。
 

 

                                                      



【(1)関西大 (2)法政大】 

 

　次の問いに答えよ。

　ア　連立不等式
     

 
が表す領域を図示せよ。

　イ　とする。「 
    

     ならば、アの連立不等式が成り立つ」を

　　　満たすの最大値を求めよ。

　不等式        を満たす点の存在範囲を図示し、この図形の面積

　を求めよ。
 

 

                                                      



【京都大】 

 

 

 

                                                      

座標平面上の点  が，，の範囲を動くとき、

，    のそれぞれの最大値と最小値を求めよ。



【慶応大】 

 

 

 

                                                      

平面上の点と、軸上の点および直線上の点からなる△全体か

らなる集合をとする。に属する△で、周囲の長さが最小になるの

は、の座標
ア

，の座標
イ

のときであり、そのときの周囲の長さは、


ウ

である。



【中央大】 

 

 

 

                                                      

曲線：  と直線：について、次の問いに答えよ。

　曲線上の点    を通り、直線と直行する直線の方程式を求めよ。

　曲線上の点と直線上の点の距離が最小となるとき、との座標と

　その点間の距離を求めよ。



【関西学院大】 

 

 

 

                                                      

とする。平面上の放物線  と円      の共有点の個数を考える。

共有点の個数が最大になるのは、の値が
ア


イ

のときである。

また、共有点の個数が奇数であるのは
ウ

のときである。



【東北大】 

 

 

 

                                                      

放物線：  に対して、以下の問いに答えよ。

　上の点    を通り、におけるの接線に直行する直線の方程式を求めよ。

　をで求めた直線とする。のとき、直線をに関して対称に折り返し　

　て得られる直線の方程式を求めよ。

　で求めた直線はの値によらず定点を通ることを示し、の座標を求めよ。



【学習院大】 

 

 

 

                                                      

平面上に点，と円：    がある。点が上を動くとき

   の最大値と最小値を求め、また、それらを与えるの座標を求めよ。



【大阪市大】 

 

 

 

                                                      

を実数とする。次方程式  のつの解を，とする。重解の場合は

と考える。

　，が実数で、 ， を満たすとき、点の存在範囲を図示せよ。

　は虚数とし、 とおく。ただし、は実数であり、は虚数単位である。

　　が    を満たすとき、その条件を満たす点の存在範囲を図示せよ。



【九州大】 

 

 

 

                                                      

　次の条件を満たす座標平面上の点全体の集合を図示せよ。

　　　　条件：すべての実数に対して　  が成立する。

　次の条件を満たす座標平面上の点全体の集合を図示せよ。

　　　　条件：  を満たすすべての実数に対して　  が成立する。



【一橋大】 

 

 

 

                                                      

点，は、放物線  上をが直角であるように動く。ただし、は原点を

表す。

　線分は定点を通ることを示せ。

　線分の長さの最小値を求めよ。


